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府立福泉高等学校
校長　綾井　俊行

平成30年度　学校経営計画及び学校評価

１　めざす学校像
	「見せつけろ！己の底力」「Ｎｏ Limit 福泉」のスローガンの下、
実社会とのつながりや体験的な学びを重視して、次代を担う良識ある社会人として行動できる人材の育成をめざす学校。
【めざす生徒像】
1) 「夢の実現に向けて意欲的にチャレンジし、努力を惜しまない生徒」の育成をめざす。
2) 「学校、社会のルールを守り、集団生活のなかで他人を思いやり、協力することができる生徒」の育成をめざす。
3) 「自分の能力や興味を発展させるために、学校生活に積極的に取り組む生徒」の育成をめざす。



２　中期的目標　　　
	１「学び続ける力」の育成　　　
(1) 「分かる・できる授業」による「基礎力」の定着をめざす。
　　　・少人数・習熟度別授業、モジュール的ミニ教材、ＩＣＴ等の活用と継続的な授業研究による系統的・効果的な教科指導の確立をめざす。
(2) 「受動的な学び」と「能動的な学び」との併用による学習意欲の向上、学習内容の深化をめざす。
　　　・これまで実践してきた授業の内容や方法等を再点検しながら「主体的・対話的で深い学び」の日常化をめざして授業研究を進め、カリキュラム全体の改善・充実を図る。併せて本校生徒に応じた観点別学習状況評価を推し進め、『福泉スタンダード』の確立をめざす。
　※３年後の指標（29年度実績）　　
・入学した生徒の卒業率：93％（85%）
・授業アンケート「興味・関心がもてた」、「知識・技能が身に付いた」3.0以上を維持(3.09)
　　・学校教育自己診断（生徒回答）「授業はわかりやすく工夫されている」：80％以上肯定（73％）

２「未来を切り拓く力」の育成　
(1)  教科・総合的な学習の時間・特別活動等を活用したキャリア教育の更なる充実を図る。
・大学や企業・外部講師等を活用した体験的な学習（インターンシップ、体験型進路説明会等）を継続・発展させ、社会への視野を広げ、生徒の進路意識の向上をめざす。
・カリキュラムマネジメント（再点検・改善）と連動させて、入学から卒業、さらに将来を見通したキャリア教育の確立を図る。
(2) 各種検定、大学進学対策室による進学講習等、生徒の能力の発展や進路実現に向けた取り組みをさらに進める。
　※３年後の指標（29年度実績）　　
・年度末進路決定率100％（95%）、学校斡旋就職[一次合格率75％以上維持（81％）]
　　・進学者数120名（104名）、四大進学者数34名（31名）
　　・学校教育自己診断（生徒回答）：「将来の進路や生き方などについて、学んだり考えたりする機会がよくある」85％以上（74％）

３「他者と協働できる力」の育成
　(1) 将来の社会人・職業人を見据えた全教職員による生活指導により、規範意識の醸成と自律的行動力の育成を図る。
　　　　・「励まし育てる」精神を大切にしつつ、あいさつ、マナー、遅刻、身だしなみ等、日々生徒に寄り添いながら向き合う指導を大切にする。
　　　　・家庭との連携協力体制を確固たるものにするため、丁寧できめ細かな情報の共有を進める。
　(2) 家庭・地域等と連携して安全で安心な学校づくりを進め、生徒の自己理解を深め、自尊感情・自己有用感の向上を図る。
　　　　・教育相談・生徒支援体制を強化し、いじめ、ネットトラブル、不登校、体罰・セクハラ等の早期発見と適切な対応につなげる。
　　　　・ＳＣ、ＳＳＷや関係機関との連携を深め、教職員の対応力の向上を図る。
　　　　・ＰＴＡや地域との交流活動（防災教育・ホタル鑑賞会・農業体験等）やきめ細かな情報提供を通じて、開かれた学校づくりを進める。
　(3) 生徒会活動・部活動などを通じて、社会とかかわる実践的な行動力の伸長を図る。
　　　　・学校行事、学年行事、ボランティアや地域との交流活動等の改善・充実に努める。
　※３年後の指標（29年度実績）
　　・遅刻総数10,000件（14,153件）、部活動加入率30％（20.5％）
　　・学校教育自己診断（生徒回答）「学校の決まりやルールは適切である」85％以上（76％）
「学校の決まりやルールをよく守っている」教員回答とのギャップを半分以下に（41ﾎﾟｲﾝﾄ差）
　　　　　　　　　　　　　　　　 「先生や学校は、いじめに、しっかり対応してくれる」85％（80％）
　　　　　　　　　　　　　　　　 「悩みや相談に応じてくれる先生がいる」85％（78％）
　　　　　　　　　　　　　　　　 「部活動や生徒会活動は活発だ」教員回答とのギャップを半分以下に（35ﾎﾟｲﾝﾄ差）

４「信頼される学校」・「進化する学校組織」の構築
　(1) 校内授業研究、ＯＪＴに加えて、中学校や他の高校、関係機関等との連携・情報提供を計画的に進めて、教職員の力量アップを図るとともに、本校教育への信頼度アップにつなげる。また、ホームページを充実させるなど迅速な外部への情報発信に努める。
　(2) ミドル層を核とした、メンター制による教職員の育成支援や業務の協働を促進する。
　(3) 校務運営を継承発展させる教員の育成を図る。
　　　　・ＯＪＴによる校内情報ネットワークの活用、生徒支援、分掌業務のスリム化と効率化を推進すると同時に、中核となる教員の育成を図る。
　※３年後の指標（30年度選抜実績）
　　・入学者選抜の志願倍率　1.1倍（0.89倍）
　　・学校自己診断各項目について、生徒・保護者・教員のギャップを10ポイント未満（20ポイント以上数項目）



【学校教育自己診断の結果と分析・学校運営協議会からの意見】
	学校教育自己診断の結果と分析［平成30年12月実施分］
	学校運営協議会からの意見

	○生徒の肯定的な回答（前年度/前々年度回答）
・「授業はわかりやすく工夫されていると思う」78% (73% /71%)
・「学習の評価はテストの成績だけでなく、日頃の努力や取組等も含まれ
ていて納得できる」85% (81% /78%)
・「将来の進路や生き方などについて、学んだり考えたりする機会がよく
ある」77% (74% /73%)
・「科目やコースの選択は、丁寧な説明がありよくわかる」80% (80% /75%)
・「先生や学校は、いじめにしっかり対応してくれる」83% (80% /74%)
・「悩みや相談に応じてくれる先生がいる」83% (78% /77%)
・「体育大会や文化祭は楽しい」80% (80% /78%)
・「成績や個人情報などのプライバシーが守られている。87% (83% /80%)

☆過去２年間の数値を並べてみても、年を追うごとに、各項目とも肯定的な意見の数値が高く出ており、本校に対する満足度は高いといえる。教育相談委員会等、個別支援の対応が組織的に機能してきた成果といえる。また、教員の生徒に寄り添う姿勢が生徒のみならず、保護者にも浸透し、安心感が学校の落ち着きをもたらしてきたものと自負している。

○生徒・保護者・教員で回答に大きなギャップがあった項目
・「学校の決まりやルールをよく守っている」(92%・81%・40%)
・「クラブ活動や生徒会活動は活発だと思う」(65%・50%・19%)

☆登下校時の近隣からの苦情や集団生活におけるモラルの欠如等、これまで常識と思われてきた決まりやルールが保護者や生徒と共有できていない場面が何度もあり、事前周知できていない状況が浮かび上がってきた。
保護者への丁寧な対応と情報提供の徹底が課題である。クラブ活動・生徒会活動については、早急に本校での在り方を改めて考える必要がある。
	第１回（６/１３）
 ・「学校経営計画」は、公開される文書でもあるので、一般の方にもわかりやすい用語にもっと置き換えてみてはどうかと思われます。 
・習熟度別の授業は、同じ教室内でグループ分けをして実施しているのですか。効果はどのようでしょうか。 
・福泉高校は、ドローンの操縦講習会や田植え・稲刈りの実習、ホタル観賞会等、独特でユニークな取り組みをしていただいてますが、生徒への情報周知や学校外に向けての広報が弱いと感じています。魅力的で素敵な取組みが多いので、是非ともアピールを強くしてもらいたいと思います。

第２回（１０/２７）
・仕事が忙しく帰宅が遅い保護者も多い中、先生方と家庭との意思疎通が取りにくくなっていることが推察されます。先生たちのご苦労がしのばれますが、働き方改革が言われる中、学校での取組みも気になるところです。
・台風２１号等、６月から９月にかけての自然災害での被害報告を聞き、福泉高校の先生方も大変であったことを理解しました。一方で、生徒への対応が地元小中学校と異なる等の混乱があったことも事実ですので、地元小中学校と対応を揃えるなど保護者や家庭における混乱回避に努力していただければ助かります。

第３回（２/１９）
・ 全国的にいじめや虐待など悲惨な報道が続く中、本校で平穏な日常が続いているのはとても 喜ばしいことで、ひとえに教職員の日々の尽力のおかげかと考えています。
・生徒たちの方は部活動加入率が低いことをどう思っているのでしょうか
・文化祭や体育祭などが楽しいと思っている生徒は多いみたいです。部活動はしていない 
が学校の行事には積極的だというのはうれしいことです。
・国際交流関係についてはどのような見通しがありますか。




３　本年度の取組内容及び自己評価
	中期的
目標
	今年度の重点目標
	具体的な取組計画・内容
	評価指標　　　　　　　　※（　）内は前年度数値
	自己評価

	学び続ける力の育成
	(1) 「基礎力」の定着

(2) 学習意欲の向上、学習内容の深化
	(1) スモールステップや学びのユニバーサルデザインを意識して、ＩＣＴ機器、資料の活用など、「わかる授業」を工夫する。
(2) 校内初任研を核に他の教員を巻き込みながら、ＩＣＴの活用や授業方法等、授業研究を進める。
	(1)(2)
・授業アンケートの「興味・関心がもてた」、「知識・技能が身に付いた」ともに3.0以上を維持(3.09)
・自己診断「授業はわかりやすく工夫されている」80％(73%)
	(1)(2)
・授業アンケートの「興味…」および「知識…」、いずれも昨年度の3.09から3.19となり、３年連続で伸びている。生徒への丁寧な対応が、教員間で周知徹底された成果であると認識している。(◎)
・「授業…」は、78%となり、過去２年間の数値を上回った。目標値には及ばなかったものの、教員連携と創意工夫が実ったものと考える。(○)

	未来を切り拓く力の育成
	(1) キャリア教育の更なる充実


(2) 生徒の能力の発展や進路実現に向けた取組み
	(1) 企業・大学等外部機関との連携を進め、体験的な学習を核に、進路意識の向上を図る。


(2) 考査や休業期間等の更なる活用等工夫して、進学講習・キャリア支援行事等の取組みを進める。
	(1)自己診断（生徒）「進路や生き方などの学習機会」生徒肯定的回答３％up(74%)
(2) 進路決定率100％(95%)
　　学校斡旋一次合格率75％維持(81%)
　　四大進学者34名(31名)
	(1) 過去３年の推移を見てみると、73%⇒74%⇒77%。
複雑な成育歴や家庭環境。背景を踏まえた丁寧かつ適切な個々の学習機会が好意的に受け止められたものと自負している。3%UP達成。(◎)
(2)進路決定率95%。学校斡旋一次合格率80%。四大進学者14名。就職関係は善戦。四大進学者の減少は、経済状態の悪化している家庭増の課題が背景にある。３年生になって現実を知ることにより、進路変更をせざるを得ない生徒が少なからず出ていることを考えると、これまでのように目標として数値を掲げる指標が、ふさわしいかどうか検討を要する。(△)


	他者と協働できる力の育成
	(1) 規範意識の醸成と自律的行動力の育成

(2) 生徒の自己理解を深め、自尊感情・自己有用感の向上
	(1) ア.厳しい環境に置かれている生徒一人ひとりに寄り添いながら、あいさつ、各種マナー、遅刻・服装・頭髪等、家庭と連携を密にした理解と協力の下、全教職員による粘り強い指導の継続を行う。
　　イ.ＳＮＳに係るトラブル防止に向けた啓発
(2) ア.教育相談委員会等を核に、保健安全部・生活指導部・学習支援部が協力体制を構築してＳＣ・ＳＳＷ等との連携を進め、中退やいじめ等の防止、丁寧な対応に組織的に取り組む。
イ.教員が一丸となって部活動や学校行事等の魅力作りに関わる。生徒の活動の様子等を掲示するコーナーやＷebページの更なる充実など、生徒の頑張っている姿を新鮮なうちにＰＲする。
	(1) ア.遅刻総数10,000件以内に(14,153    件 、14,2%減)及び生活指導事案や苦情への即応
(2)ア.自己診断（生徒）の
｢悩みや相談に応じ
てくれる先生がい
る｣、「いじめに、し
っかり対応してくれ
る」共に80％(78%、
80%)
1. 公式戦出場部員のキープをめざし、部活動加入率30％(20.5%)
	(1)目標値10,000件以内を目標としていたが、３月にわずかに超えてしまった。今年度遅刻総数は、10,075件。生徒指導事案そのものは確実に減ってきており、苦情件数も同様に目に見える減少傾向にある。生徒の意識改善や環境改善が実感でき、今後の大幅減に期待がもてる。(△)
(2)ア．「悩み…」、「いじめ…」いずれも83%。目標達成。今年度は、教育相談委員会が組織として機能した結果であると受け止めている。いじめ事象根絶に向けて、怠りの無いよう、より迅速かつ丁寧に展開していく所存である。(◎)
イ．部活動加入率20.4%。目標値はおろか、昨年度の数値をも下回った。本校の場合、本人がクラブを希望していても、それをゆるさぬ環境に身を置いている者も多く、物理的、経済的側面からのバックアップも必要と痛切に感じている。これまで加入率を指標として部員増加を目指してきたが、次年度より、指標として定着率に注目することとした。これにより、本校の課外活動全般の課題をより具体的に把握し、施策の検討ができるのではないかと考えている。(△)

	信頼される学校、進化する学校組織の構築
	(1) 教職員の力量と本校の信頼度アップ




(2) 教職員の育成支援や業務の協働を促進


(3) 校務運営を継承発展させる教員の育成
	(1) ア.授業研究・生徒対応研修等の定期的開催
イ.保護者・関係団体・地域等への情報提供・収集の迅速化および連携の強化
ウ．個人情報の管理等、コンプライアンス意識の向上・業務等の再確認。
(2) 校内初任研とミドル層の校内研修とを連携させるなど、若手教員の育成支援や学校運営への積極的な参画を図る。


(3) ア. 前任者等と協働しながら、業務内容の改　
善や新たな体制づくりを進める。
1. ノウハウ等の継承に向けた体制や資料の整備をする。

	(1) ア.各学期程度に開催
　アイ. 中学校等と連携し
　　　 た研修の複数回開催、多様な形態の広報活動の工夫
　ウ．定期的な確認や研修の実施
(2) ・各学期程度の開催
　　・他校視察等を奨励し、初任者各自最低１回は校内で研修発表の場を設定
(3) アイ. 業務改善に特化した運営メンバーによる会議を年３回以上開催。アンケートでの肯定率80％
	(1)ア．イ．組織的取組みも定着し、毎学期授業改善週間が設けられ、自主的に研鑽を積み重ねる環境が整いつつある。研修も本校にマッチした内容のものが実施され、毎回好評を博している。また、毎年行っている中学校との相互授業見学が、今年度は４校に広がり、本校教員にとって大きな財産になりつつある。広報活動については、中学校長の集いに参加して本校のプレゼンを行った他、新聞（朝日新聞1/23）や雑誌（ＰＨＰ　4月号）にも本校紹介記事が掲載されるなど話題を提供した。(◎)
ウ．および(2) 校内研修はもちろん、他校視察も積極的に奨励してきた甲斐もあって、見学者や研修会等は当然の雰囲気が醸成でき、若手にとってチャレンジしやすい環境が整ってきたと判断する。(◎)
(3)本校の特性上、業務改善に特化した会議は雑務に追われる中、開催できなかったものの、企画運営委員による各業務効率化の推進がけん引役となり、改善意識が向上、提案や意見を普通に交わす環境が整う。企画運営委員会が実質その役目を担った。(△)
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